
 

 

 

主主  なな  事事  業業  開開 催催 時時 期期  内内 容容  

第 1 回研修会 令和 4 年 6 月 15 日（水） 

講演「コロナ禍におけるフレイル予防対策を進めよう！ 
   ～後期高齢者の質問票の活用による地域支援～」 
講師 公立大学法人 神奈川県立保健福祉大学  

保健福祉学部 栄養学科 大学院研究科 
教授 田中 和美 氏 

第 1 回地区活動推進 
専門部会研修会 

令和 4年 10 月 19 日
（水） 

講演「フレイルの知識を深めよう！ 
～地区活動における健康教育のポイント～」 

講師 広島国際大学 総合リハビリテーション学部  
リハビリテーション学科 理学療法学専攻 

准教授 徳森 公彦 氏 

第 2 回研修会（福山市） 令和 5 年 2 月予定 「調整中」 

「￥  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

 

 広島県の木「もみじ」 

令令和和44 年年（（22002222 年年））  
1100 月月発発行行  

令和 4 年度総会の報告 

     

「
陽
だ
ま
り
の
研
修
会
の
大
フ
ァ
ン
で
、
諸
先
輩
理
事
の
皆
様
の
パ
ワ

ー
に
あ
こ
が
れ
を
抱
い
て
い
ま
し
た
新
理
事
の
村
上
で
す
」
こ
れ
は
初
め

て
理
事
に
な
っ
た
十
四
年
前
の
気
持
ち
で
す
。
今
も
同
じ
気
持
ち
で
す
。 

こ
の
度
、
微
力
な
が
ら
会
長
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
と
な
り
、
あ
ら

た
め
ま
し
て
、
国
保
連
合
会
事
務
局
、
理
事
・
会
員
の
皆
さ
ま
方
の
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
任
期
を
全
う
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

陽
だ
ま
り
の
研
修
会
は
最
新
の
情
報
や
身
近
な
サ
ロ
ン
等
で
活
用
で

き
る
内
容
で
す
が
、
こ
の
と
こ
ろ
の
研
修
は
自
分
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

な
か
で
も
肺
が
ん
の
術
後
、
身
体
も
気
持
ち
も
落
ち
こ
ん
で
い
た
頃
、

福
山
・
広
島
会
場
で
続
け
て
受
講
で
き
た
先
生
の
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
曲
と
共

に
教
わ
っ
た
言
葉
に
今
も
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
研
修
会
は
Web
開
催
や
後
日
配
信
を
手
配
く
だ
さ
り
不

慣
れ
な
が
ら
も
講
師
の
先
生
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

今
年
度
は
総
会
、
研
修
会
が
久
し
ぶ
り
に
参
集
し
て
の
開
催
と
な
り
、

集
う
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の

一
体
的
な
実
施
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
研
修
会
で
も
フ
レ
イ
ル
の
知
識

を
深
め
、
地
区
活
動
に
生
か
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

八
月
に
は
地
区
活
動
推
進
専
門
部
会
の
モ
デ
ル
事
業
も
佐
伯
区
利
松

公
民
館
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域

で
の
広
が
り
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

人
生
百
年
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
様
々
な
そ
の
時
に
備
え
、
三
職
種 

で
共
に
学
び
共
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。 
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・・議議決決事事項項  
  第 1 号議案  令和 3年度事業報告の認定について 
  第 2 号議案  令和 4年度事業計画の認定について 
  第 3 号議案  役員の選任について 
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会会
長長
ああ
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広
島
県
在
宅
保
健
福
祉
活
動
者
の
会 

会 

長 
 

村
上 

美
惠
子 

1



 

令令和和 33 年年度度かからら新新専専門門部部会会員員決決定定！！～～地地域域のの保保健健福福祉祉活活動動のの充充実実をを目目指指

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
を
進
め
よ
う
！

～
後
期
高
齢
者
の
質
問
票
の
活
用
に
よ
る
地
域
支
援
～

【理事】                     【専門部会員】

会長 村上 美惠子 管理栄養士 広島西  部会長 椎木 照子 保健師 広島

副会長 阿川 眞澄 歯科衛生士 広島  副部会長 宮下 政子 歯科衛生士 広島

副会長 荒巻 明美 保健師 広島  部会員 吉光 成美 保健師 広島

理事 古江 一子 看護師 広島  部会員 高杉 まり子 管理栄養士 広島西

理事 村上 和恵 歯科衛生士 広島中央  部会員 藏永 千栄 看護師 広島中央

理事 山口 保子 保健師 呉  部会員 光永 美恵子 保健師 広島北

理事 佐藤 百合子 看護師 尾三     
理事 篠原 幸子 管理栄養士 尾三  
理事 大久保 邦子 歯科衛生士 福山・府中  
理事 伊達 隆子 管理栄養士 福山・府中  
理事 西本 千恵美 保健師 福山・府中  
理事 川上 良美 保健師 備北  

新 役 員 体 制

講
師

公
立
大
学
法
人

神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学

保
健
福
祉
学
部

栄
養
学
科

大
学
院
研
究
科

教
授

田

中

和

美

氏 

田
中
先
生
は
最
初
に
、
平
均
寿
命
や
健
康
寿
命
が
延

び
て
き
て
お
り
、
高
齢
者
に
は
元
気
で
自
立
し
て
生
活

し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、「
高
齢

者
の
や
せ
」
が
な
ぜ
危
険
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
説
明

を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
栄
養
指
導
の
際
に
、
低
栄
養

と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
こ
と
と
、
専
門
性
を
あ
ま
り

前
に
出
し
す
ぎ
な
い
こ
と
、
対
象
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
方

向
に
繋
げ
る
こ
と
等
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
過
去
に

支
援
を
さ
れ
た
事
例
を
交
え
な
が
ら
話
を
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
「
フ
レ
イ
ル
対
策
は
人
を
主
体
に
や
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
健
診
デ
ー
タ
や
疾
病
だ
け
で
見
る
の

で
は
な
く
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
の
視
点
、
歯
科
の

視
点
、
リ
ハ
ビ
リ
の
視
点
等
を
複
合
し
て
、
生
活
者
と

し
て
の
視
点
が
大
事
で
す
。
ま
た
、
楽
し
い
取
組
み
で

な
け
れ
ば
続
き
ま
せ
ん
。
自
分
の
地
域
に
合
わ
せ
て
、

今
ま
で
持
っ
て
い
る
資
源
を
上
手
に
活
か
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。

令和 4 年度広島県在宅保健福祉活動者の

会

総会・第１回研修会 

開
会
に
あ
た
り
、
ま
ず
本
会
の
阿
川
眞
澄
前
会
長

が
「
皆
さ
ん
に
お
会
い
す
る
の
が
3
年
ぶ
り
で
、
参

集
で
総
会
が
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
度
の
研
修
は
、
Web
配
信
に
よ
り
多
く
の
受

講
者
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本

会
会
員
と
し
て
感
染
防
止
に
配
慮
し
な
が
ら
地
域
の

活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
も
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
を
共
有
し
て
、

会
員
の
皆
様
方
へ
お
届
け
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
連
合
会
の
沖
田
清
治
常
務
理
事
か
ら
「
コ

ロ
ナ
禍
で
制
約
が
あ
る
中
で
あ
っ
て
も
、
活
動
を
継

続
し
て
お
ら
れ
、
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。
市
町
が
取
り
組
む
各
種
の
保
健
づ
く
り

活
動
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
医
療
専
門
職
の

支
援
が
不
可
欠
で
あ
り
、
経
験
豊
富
な
皆
様
へ
の
期

待
や
役
割
が
、
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
く

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
」
と
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
令
和
３
年
度
事
業
報
告
、
令
和
４
年
度

事
業
計
画
、
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
、

す
べ
て
原
案
通
り
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
連

合
会
の
大
下
泉
保
健
事
業
課
事
業
第
一
係
長
か
ら

「
広
島
県
国
保
連
合
会
に
お
け
る
高
齢
者
の
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
に
係
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
」
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

   

新新 役役 員員 体体 制制 スス タタ ーー トト ！！

～～地地域域のの保保健健福福祉祉活活動動のの充充実実をを目目指指ししてて～～ 

役員の皆様 
よろしくお願い
します。 

田中 和美 氏 

会報第 31 号　令和４年（2022 年）10 月

令和 4 年度広島県在宅保健福祉活動者の会 
総会・第１回研修会 

6 月 15日（水） 
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広島県在宅保健福祉活動者の会会員調査結果 

調査期間間 令和 4 年 3月 24 日～令和 4年 4 月 28 日  調調査査方方法法 アンケート用紙配布 

調調査査人人数数 136 名  回回答答者者数数 136 名  回回答答率率 100％ 

3 

講講
演演 

「「ココ
ロロ
ナナ
禍禍
にに
おお
けけ
るる
フフ
レレ
イイ
ルル
予予
防防
対対
策策
をを
進進
めめ
よよ
うう
！！ 

～～
後後
期期
高高
齢齢
者者
のの
質質
問問
票票
のの
活活
用用
にに
よよ
るる
地地
域域
支支
援援
～～
」」 

 
 
 
 
 

研研
修修
会会
にに
参参
加加
しし
てて 

尾尾
道道
市市
会会
員員 

 

篠篠
原原 

幸幸
子子

人
生
「
100
年
時
代
」
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
き
て
い
ま
す
。
い
か

に
元
気
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の

度
の
フ
レ
イ
ル
予
防
・
低
栄
養
の
お
話
は
と
て
も
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
の
質
問
票
の
活
用
の
仕
方
を
事
例
ご
と
に
説
明

し
て
い
た
だ
き
、
大
変
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
特
に
低
栄

養
に
な
る
背
景
は
質
問
票
で
は
分
か
ら
な
い
実
状
や
状
況
が
あ

り
、
現
場
を
知
る
こ
と
は
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
効
果
的
な

指
導
は
個
別
性
の
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
で
対
象
者
が
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
を
ひ
き
出
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
な
れ
る
声
か
け

が
行
動
変
容
に
つ
な
が
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

フ
レ
イ
ル
予
防
は
、
栄
養
・
身
体

活
動
そ
し
て
何
よ
り
も
人(

社
会
参

加)

と
の
繋
が
り
が
重
要
だ
と
再
確

認
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と

の
繋
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る

昨
今
、
地
域
で
声
か
け
や
関
り
を

大
切
に
し
、
今
回
学
ん
だ
フ
レ
イ

ル
予
防
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

市町の

事業

51%
ボラン

ティア

活動

29%

団体等

事業

20%

年年間間活活動動実実施施回回数数

調査期  アンケート用紙配布 

会員調査の結果、136 名の方から回答がありました。会員は 70 歳代が最も多く、次いで 60 歳代、

50 歳代となっており、平均年齢は 68.3 歳となっています。年間の活動状況については、136 名中 106

人と、78％の会員が地域の保健活動に携わっています。活動の内訳を見ますと、市町の事業が 51％と

最も多く、次いでボランティア活動が 29%となっています。そして、市町の事業では「訪問事業」が

多く、団体等事業では「サロン」が最も多いです。ボランティア活動は「高齢者対象」が最も多く、

小児対象の約 7 倍となっています。小児対象では、「子育て支援」に関わっている会員が最も多いで

す。高齢者対象では、「サロン」が最も多く、「健康相談」が続いています。一般対象では、「食事指導」

と「特定健診」に関わっている会員が多いです。また、今回の調査では、コロナ禍での変更や工夫点

についても調査をしました。その結果、「電話や Web による健康相談等の実施」や「料理教室で作った

ものは弁当にして持ち帰ってもらう」、「人数制限のために数回に分けて教室等を実施」、「パンフレッ

トの作成」等、様々な工夫をしながら活動を実施してきたことがわかりました。 

0
10
20
30
40
50
60

会会員員年年齢齢（人）

（歳）
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「
ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
賞
を
受
賞
し
て
」 

広
島
市 

保
健
師
・
助
産
師 

 

荒
巻 

明
美 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

令
和
4
年
5
月
14
日
に
広
島
県
国
保
連
合
会
、
在 

宅
保
健
福
祉
の
会
の
推
薦
を
い
た
だ
き
、
“
ひ
ろ
し
ま 

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
賞
”
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。 

雲
の
上
の
よ
う
な
出
来
事
に
“
ど
う
し
て
私
が
？
”
と
驚
き
ば
か
り
で
す
が
、
思
い

が
け
な
い
栄
誉
あ
る
賞
に
喜
び
・
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
に
は
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
た
ち
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
脅
威
に
晒
さ
れ
、
今
な
お
そ
の
不
安
の

中
に
い
ま
す
。
世
界
中
に
放
映
さ
れ
た
悲
惨
な
情
景
を
目
に
し
て
胸
を
痛
め
、
そ
し
て

医
療
従
事
者
へ
の
感
謝
・
賞
賛
・
励
ま
し
の
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
熱
い
思
い
が
何
度

も
込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
同
じ
職
業
の
立
場
で
、
改
め
て
“
必
要
と
さ
れ
て
い
る
”

実
感
を
噛
み
し
め
、
そ
の
責
務
の
重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

私
の
所
属
す
る
「
陽
だ
ま
り
の
会
」
は
、
長
き
に
渡
り
広
島
県
内
外
で
活
躍
、
牽
引

さ
れ
て
来
ら
れ
た
先
輩
方
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
看
護
職
・
管
理
栄
養
士
・
歯
科
衛
生

士
の
3
職
が
共
同
で
活
動
す
る
全
国
で
も
数
少
な
先
進
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で

す
。 私

は
、
素
晴
ら
し
い
方
々
と
の
出
会
い
で
新
し
い
世
界
が
広
が
り
、
多
く
の
学
び
を

得
な
が
ら
そ
の
情
熱
に
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。
も
し
可
能
な
ら
ば
生
涯
現
役
で
あ
り

た
い
と
夢
見
て
い
ま
す
。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひろしまナイチンゲール賞受賞おめでとうございます！ 
 

こ
の
度
、
第
27
回
ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
賞
に
、
本
会
の
理
事
で
保
健
師
・

助
産
師
の
荒
巻
明
美
さ
ん
が
、
今
ま
で
の
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
荒
巻
さ
ん
は
、
広
島
逓
信
病
院
で
看
護
師
・
助
産
師
・
保
健
師
と
し
て
長
年
従

事
さ
れ
、
現
在
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
つ
く
し
ん
ぼ
作
業
所
に
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
会
に
お
い
て
は
、
平
成
26
年
か
ら
平
成
28
年
度
に
か
け
て
「
緩
和
ケ
ア
等

専
門
部
会
」
の
部
会
員
・
部
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
「
山
・

海
・
島
」
体
験
活
動
や
江
田
島
青
少
年
交
流
の
家
の
企
画
へ
の
協
力
等
、
幅
広
く
活

躍
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今
回
広
島
県
知
事
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

  

ごぶさたしております。三原地区の「かもめ笑い学級」の佐藤です。この度、 

三原市のデジタル化戦略課の声かけで、私たちのメンバー2 名がコロナワクチン 

関連の Youtube に数秒、出演しました。コロナ禍で色々大変だと思いますが、今 

こそ私たちの出番です。現在『しまうまのトラウマ』を休み休み練習中。 

乞うご期待。 

広島県国民健康保険 
イメージキャラクター 
「コッピー」 

 広島県在宅保健福祉活動の会「陽だまりの会」では、随時、会員を

募集しています。 

 広島県内にお住いの常勤で勤務されていない在宅専門職（看護職・

栄養士職・歯科衛生士）の方で、研修会で知識などを深めたい方、地

域活動をしたいとお考えの方は、事務局まで御連絡ください。 

これまでに退会を申し出られましたにも関わらず本誌が届いた方

は、御面倒をおかけしますが、事務局まで御連絡ください。 

お 知 ら せ

 
広島県国民健康保険団体連合会 

総務部 保健事業課 

〒730-8503 

広島市中区東白島町 19-49 国保会館 

TEL：082-554-0772  

FAX：082-511-9121 

E ﾒｰﾙ：jigyou@hiroshima-kokuho.jp 

http://www.hiroshima-kokuhoren.or.jp 

 

三原地区「かもめ笑い学級」活動報告 

『『ととううととうう全全国国デデビビュューー』』  

Youtube 動画はこちらから☝ 
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